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1㎜㎜王ゐ弔で房ヲ7”「
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
i大きいお芋さんがなっているかな　　。
き

i「“あったあ一！”見でえ一大きなデブちゃ

1んお芋だよ」。大きなさつま芋にビックリ
1の中里保育所園児たちです。裏の小さな
…空き地の石を拾い、落葉のた呪を入れて！

麺をつくり、苗を植え、草を取ったり水i

iをくれたりして芋を育てました。っるは1
　　　　　　　　　　　　　　　　　き油いためにして給食に、芋は給食やおや1
　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ・つに、また、年長児の焼芋料理実習に使わi
iれ、一石二鳥以上のうれ’しい収穫物です。！

お知菖甚・青春してます・カレンタL・………・⑯～⑱

麟



“

村
民
の
代
弁
者
（
村
会
議
員
）
十
八
人
決
ま
る

馨
㌧
雌

苓回あ選挙から始まった選挙ポスター掲示場（上山地内）

2

　
任
期
満
了
に
伴
う
村
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、
十
月
一
一
十
七
日
に
投
票
が
行
わ
れ
、

即
目
開
票
の
結
果
、
十
八
名
の
新
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
選
挙
は
、
無
投
票
の
公
算
が
強
か
っ
た
の
で
す
が
、
告
示
の
前
目
（
二
十
一
目
）

に
な
っ
て
か
ら
富
井
龍
正
氏
が
立
候
補
を
表
明
し
、
五
目
間
に
及
ぶ
選
挙
戦
に
突
入
し

ま
し
た
。
私
た
ち
の
代
表
を
決
め
る
た
い
へ
ん
身
近
な
選
挙
だ
け
に
、
投
票
率
は
九
四
．

五
二
響
と
前
回
と
ほ
ぽ
同
率
の
高
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
四
年
間
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
向
上
と
村
の
発
展
の
た
め
大
き
な
活
躍

が
期
待
さ
れ
て
い
る
新
議
員
さ
ん
の
横
顔
を
紹
介
し
ま
す
。

員一般選会議

　
　
〉

人
行
観
に
参
速
、
迅

人
中
票

合
る
開

立
守
た

票
見
れ

開
が
わ

開　　票　　結　　果・

氏　　　　名　　得票総数

当選　鈴　木一　昭　328（票）

当選　阿　部　義　寿　315

当選　吉　楽　　　雄　313．639

当選　斎喜宗一郎　311
当選　服　部　十三男　289
当選　南　雲　定一郎　281．078

当選　村　山　善作　281

当選　山　本　進　六　277

当選　吉　楽　周　治　260．88

当選　池　田　初　治　260

当選　樋　口　　戊　245．583

当選　南　雲　宗　司　240．4

当選　大　島　昭　三　236

当選　柳　　　英作　234

当選　富　井龍　正　216

当選　桑　原　清　一　203

当選　中　島　優　一　192

当選　樋　口　善　三　175．416

高　橋　忠　雄　173

》有権者数　5，142

》投票者数　4，860

1〉投票率94．52％

議
が
日
書
れ
〉

月
選
渡
し

円
当
手
ま



①読書②平和

③中塁村は農業を中心としだ村懸

．黍鱒ながち後継者が糖な協。唯

鼠の政策が悪協だけ響はすまさ

れなく成って協る、農業闘題に

カを入続る、それに1は農業費を

充実さ懸、学者に癖究費をおじ

まず出す事。

④村内を廻って、獄提の25％高齢

化は特に強く感毬たi、老齢化対

策にカを入親る必要も大頃に感

態た。　⑤劇減反対。

①読書

②初心忘る可からず

③若者の定着する村造ηをめざし

一・歩癒も二歩驚むも近づける努力

を致します。載民の声を村政に

反映させるパイプ役とじて働く。

糞に村民の活力となる》ゾー締

の推進。下氷道の早期案現、353

ルートのドンネルの開盤。

④政策を重点にお矯たi選挙戦にし

てほしがっだ。

⑤墓黍的には2名位劇減に賛成。

避置ム

阿
部
義
寿
臓
高
道
山

　
　
無
所
属
①
農
業

①友と一杯

②人の和

③これからの中里村をになう若い

人達との話し合いの場を持って

村政に反映し若者の住める村づ

くのをして行きたい。

④人を信じる大切さを感じました。

⑤これからの研究課題にする、

※
党
派
別
下
の
○
内
数
字
は
当
選
回
数

　村議o～横顔〈アィゥェォ1，頂．敬称略＞

①趣昧

②好きな言葉

③議員としての決意、力を入れていく政策等

④今回の選挙を通して感じたこと

⑤議員定数について

．
．
鎌

①特別ありません．

②不書実行

吉
楽

雄
臓
宮

　
　
5

無
所
属
①
農

業中

③地域住民とめ融和を大事にし、

　活僅化につとめた恥。

④短期決戦型の為、話合顎の場が

　少なかっだ。

⑤今後の研究課題と悪う。

吉
楽
周
治
臓
田
中

　
　
　
　
　
　
　
5

　
　
　
　
無
所
属
①
　
会
社
員

①囲碁、ゴルフ

②誠心誠意

③福祉に取り紐みたい。ハードア
’
ン
ド ソフトで行く。特にソフト

面の充実を図る。文化の向上に

努力する。地域文化の向上は必

然的に教育の理念を高めると考

えまず。

④人情

⑤削減に賛成する。

3 広報躍”宣と　　　平成3年11月10日



①特にナシ

②努力

③広く村民の声を反映させ安心し

て生活のできる活力ある村づく

りに努力します。

　リゾート開発には前向きに推進

し、水源の確保、道水路の整備、

下水道・環境整備充実、災害防

止等地域の声を聴きまとめ反映

させます。

④対話信頼感

⑤定数削減に基本的には賛成です。

①なし

②思）・やり

③福祉を塞調として鉱住みま晒

地域づく椴を目指し、めぐま耗

た由然との潜かわゆあ騨を弐甥

にし、創造する。地城振興を促

進し、長寿挫会の到来にそなえ

て、福祉対策の充実への展開。

④ムラづく搬娠の意気が選挙への

関心を一穰高め楚ように感膿る。

⑤議撮建数の劇減劇翼璽に。

南
雲
宗
司
磯
程
島

　
　
　
　
　
　
　
　
6

　
　
　
無
所
属
④
　
会
社
役
員

①時々本を読む

②懸命努力

③1．後継者と嫁

　2．人と土地
　3．人と水

　4．人と道

　5．人とゴミ
以上に係る課題は永久に続くの

で一つでも多く解決し、村の活

力の基本にしたい。

④自から公明にやれた。

⑤賛成、行政規模に応葛誕。

①読書

②轟黍の草には蒼箇の花が咲く

③目醗の利審凝算催はしることな

　く、良議ある太疑の代表とし《

業1し、盤活織書更によくなること

　を欝叢じ蕪ガを合わ悲た矯。

④選挙は最炎の権利ぞあるが改善

すべき点が多い。地毒議凝選挙

の改韮癒行箪の弐きな課題とじ

　《欲し偽。

⑤絶対1ξ多》鑓懸愚おな繍瀞、中

塁村の規模懸は総旛懸も喪輪。

新しい議会φテー勺
☆現　　　職・・
☆元　　　職・・
☆新　　　人・・
☆平均年齢・・
☆最　年　少・・
☆最　年　長・・
☆最多当選回数・・
☆平均当選回数・・

……………・・…・・…9人
……・…………吃・・…1人
・……・…………・・…8人
・…・……………・・…59歳
●……●…………・・…47歳

・……………一・・…69歳
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　4回

………・・………・・…1．8回

①読書、スポーツ

②氏より育ち

③議員の原点に立っての活動4住

民が主役です。

対話の中から諸問題の一つ一つ

を考える時、全住民的な開発が

村創りと考える。その為住飛の

懐に飛び込ん癒行きます。

④デマ中傷欝住撮の心を乱じ、フ

轟アープ膨一に欠けだ。

⑤議員の質の薗圭を待っ誕、

中
島
優

　
　
盆

①囲碁（腕は免撒の響分）

②歴史に学べ

③二期目は一期目との差を出した

取り維みをした矯。

政策等につ願ては、選挙公報に

載せた逓搬。

④親案は厳し》・。じかじ理念は失

糖だくな隔。むつかじ鱒。

⑤今後の凝究闘題．

4



般綱②和
1マイライフ》ゾート新潟実現、

平成4年度が溝工年度としたい。

十二峠新トンネルの早期実現に

全力をつくします。

住昆福祉の充実と教育文化スポ

ーツの振興等に明るく住みよい

村造りに全力をつくします。

溝津峡再開発早期着工

現実は厳しい。短期決戦が良い

と思う。

今後任期中の課題と思う。

　
　
政
開
　
住

　
　
為
の
　
改
化

　
　
　
　
啄
地
強

　
　
撮
ネ
　
土
の
減
識

　
　
村
ン
　
　
制
削
意

　
　
の
ド

賞
魏
新
．
議
力
数
選

　
　
　
　
　
　
協
定

、
甥
荷
矯
護
　
場
の
員
識
成

』
婁
村
鞭
削
役
民
議
意
賛

蝦
儒

．頓巻《環境ぽきび

、欝、戴田の講齢化

と想鱒ます。

i望を取嬢柔糀て重

指じだ時代と変化

気のある村づく搬

整備促進する。

度の選挙はやるべ

村
山
善
作
蟻
田
沢

　
　
　
　
　
6

　
　
　
無
所
属
③
農
業

①スポーツ

②一生懸命

③全力を出して働く決意．

　農業振興。

　スポーツ振興。

　リゾート開発。

　福祉の充実。

④若者特に20代の人達が感心がな

　かった。

⑤多すぎる。

を迎えて、おとじよ

する村政を進めて行

務です。又道路や下

克雪対策など生活環

若糖戴達が住みよい

護とが望まれます．

場闇題の解決も決定

平成3年11月10日広報躍”宣と5



．．ーい

’

曳

中里村民ソング制作のオールスタッフです。東京青葉台スタジオでレコーディング時

　
こ
の
曲
の
タ
イ
ト
ル
は
、
「
ヴ
ィ
・

リ
ゾ
ー
ト
中
里
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
『
夢

の
つ
ば
さ
』
～
D
r
e
a
m
s
　
c

O
m
e
　
t
r
U
e
～
」
と
い
う
リ

ズ
ム
カ
ル
な
ポ
ッ
プ
ス
調
の
曲
で
す
。

企
画
は
㈱
一
ッ
橋
企
画
が
行
い
、
制

作
は
㈱
ヴ
ァ
ー
ン
メ
デ
ィ
ア
が
制
作

し
、
ポ
リ
ド
ー
ル
㈱
か
ら
発
売
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
歌
手
は
新

人
の
河
村
ゆ
み
さ
ん
で
、
十
二
月
二

十
一
日
こ
の
曲
を
発
表
と
同
時
に
デ

ビ
ュ
ー
し
ま
す
．

　
村
で
は
、
こ
の
村
民
ソ
ン
グ
を
カ

セ
ッ
ト
か
C
D
か
希
望
を
と
っ
て
全

世
帯
へ
配
布
し
ま
す
。
こ
の
外
に
希

望
の
方
に
つ
い
て
は
単
価
八
百
円
で

予
約
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
発
表
会
は
、
来
年
の
雪
原
力
ー
ニ

バ
ル
で
歌
手
の
河
村
さ
ん
を
招
い
て

行
う
予
定
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
ソ
ン
グ
を
”
村

の
歌
”
と
し
て
み
ん
な
で
事
あ
る
ご

と
に
歌
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

たの補募
oイ作集皆 カ

セ
ッ
ト
テ
ー
ブ
か

　
C
D
を

　
　
　
　
全
世
帯
配
布

　
皆
さ
ん
か
ら
村
民
ソ
ン
グ
の
詞
を

募
集
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
詞
が

補
作
さ
れ
曲
が
つ
け
ら
れ
、
中
里
村

の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
が
誕
生
し
ま
し

ろ￥　ま　え　よ　う

と　　し　A》　じこ
一

D㎜～Coり
　　¢り》盤ド3
伽ら　ひ＿　ヒ著代

塗略
やぐ　し “　に　かガやく

申
　
　
　
　
　
　
　
、
一
　
　 一　一　乃、b D匝込r心　Co㎎

1
隻、

　￥乃＼　ぜ’ くと
て　｛

よぴ●
晒
あ

牽
が
　
て
　 ぢ乳ー

し　仁走
許
あ

な　　み

　よ

、
～
、
い
』

一〇一亭
や　匙　し

ほぼえ

1日／　　巳

さ　　に　　がバやく

叶　乞　起　～な
一広　ぢ￥s一
＿　　＿　“で＿

圓一L

τゆe

固／一一2・
図／

ρたa㎎　co伽

回
］

伽色　こりまぢり み￥ぜに　リ　リ 1φ　あの）ば　　で　ひ　5　｛ずz

　◎
あ　し長唱と） 小　ま　え　よ　う 『

匪ゐ暁s　（o殿巳

t鳴　　ご’〉なに～ い　　さ　（　　こ　も

一●一　十

や　バこおち’ 寺　な　　み　s　巳、

　　　　　　　　　　　　　　　ロC1991渡辺なつみ／あしざわかずのり　　　　　　　　　Fm¢

　　撒手．河村ゆみ醗
　　　　　　【プロフ謙一ル湿

　70年愛知県半囲蘭生まれ。3歳からエレクドーンを始

　める諺89華幽0月、慧ウン欝＆ミュージックバドル臼イヤ　‘

　ル（S・M・B）で審査員騰別賞を受賞。現窪、2バン　’

欝のゲスドボーカルとして活躍中。諜た、東海テレビ「飛

んで鵡周APPEN」でレギュラー出演中です。特技は、

作蕎駅キーボード、ソシアルダンス。趣味は、読書と今

後期待のもてる新人です。

訂正　10月号6ぺ一ジ金婚夫婦写真説明中、山田一太郎は

　太一郎さんの誤りでした証正しおわびします。



翰

翻織笥

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
V㎞rtNAKASAT・イメージマング　　　　　珍Wδ轄
　　　　　　　　　　’　　　　　も，〈添’

　　　　　　　　　　夢のつ臆
　　　　　　　　　　　　　　～Dreams　come　true、《’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

囚

回

キrue 、
｝ σ）ま～の ，ろ￥ ｛ごー

　『’ぐ　来　リ ゆ　　あの　）ば 守 ひ　　3 ‘ こ

あ

千
し
た t） 汚￥ ま 、

礼
委 、
） 碗a㎎⊂o晩

廿ve ご　～なに3 覧、 ヤ
＼
〈 て　も

つ一　一〇ゴ

｛φ　力＼こお’あ’ ミ　な　」’ 、
5 隻、

．○一qレ

1ウψし ぐ　にかが事く

レ
　
　
　
　
　
、
一
　
　
　
　 一　　一　ろ￥』

1　　　　　　　　　　　　c

くもにす一ける
ほしのしす㌧

ひ　ご㌧　しのは乃￥

バ衿　1るよ5　・

なπ5ガ＼な
ま噛’〈に3は

ぐ
も、
て

方・み

　，

～一　匙　一

ζ。一　ね一

そ
ザ
よ ざ
ζ
ヒ
、
、

き
、、
〃ぐ　わ尺5よ
走　し　，良ホ

二
ミみのあビ㌧ウ
こκな　ひ　　一1、

な亀・え棚と1
　　ちや　う　の　しく

o

　　　　学み乙る　ζほ　　く

パんじ　あ’　や
1ま　う￥ぜい　に　一

マ　し　さ　は一

一◆r　一ひ‘

　　　）や　　ミ　し　　い

ヤ　　さ　しでは

瓜一ぜ　になさよ
’　　　　（ゴ　な曳￥一

凹

』
’

γ
あ
、

い　　に　はりょうζ
　一　　ζ　　亀》　し

のな一ゐ￥　　　彦
セば」ご　　　　く

回

偽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚇

δ、札一3　ほ一ビか

ん。な　　ふ一に

爪ーや一き　　　　さ

〉め一ζ　　　夜

』
み
　 のす9む兄ま

　と　記　どん寛と
3へ晃ヒ　　　業
モ　ー一・も　　　　　ぐ

凹

＿胃ぐほ鞄は
～チー巧ぐい　孔一ばこ

ぱに一く　一

きめ一く一 D蘭軌sco，be
　　　こ　りま3　の
甑　　　こ　のまも　乃く

回

か　　せ　　に　の　り

す　　キ　だ　ろ・　5

　あの）ば馬

真　みりゆ
　　　　鴨＼　　　ひ　3　　片　乙

バ　　　　零　†ぐ汚￥3
蓄しkと）
を　7ヒ

7 広報躍”宣と 平成3年11月10日



7

雛

譲　　、慈

轡澤

鞭継幽
慧　　　§一

1羅醐翻

柵．1、l

l　嚢輔1

　　　…
　　　叢1　　懇　一
㎜π

糟　㎜

爆
讐
甲
撫驚懸

轟

§
藝
盟
妻

　
　
　
藻

綱馨鞘　

籔

1舗

1．

　　　態

　　懸獣．＆榎、

掘
　難雛

雛
雛
難
叢
灘
懸
灘
雛
難
灘
難
灘

柵
　
　
　
　
　
、
．
灘
醸
　

醸
　
　
　
　
　
譲
　
　
　
　
　
、
欝
黙
、
　
慧
慧
　
　
，
．
慧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か
さ
と
そ
ん

　
十
月
一
一
百
か
ら
六
目
に
か
け
て
、
沖
縄
の
仲
里
村
へ
当
村
か
ら
小
中
学
生
十
五

人
と
学
校
関
係
者
十
一
人
の
二
十
六
人
が
訪
問
し
交
流
し
て
き
ま
し
た
。
気
候
風

士
の
全
く
違
う
「
な
か
さ
と
む
ら
」
同
士
で
人
材
育
成
を
兼
ね
て
交
流
し
よ
う
と

始
ま
つ
た
も
の
で
す
。
目
本
の
南
端
の
国
の
「
な
か
さ
と
」
は
ど
ん
な
国
だ
つ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
関
係
者
代
表
や
生
徒
、
児
童
の
感
想
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。
こ

の
交
流
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。
来
年
小
正
月
に
は
、
沖
縄
の
仲
里
村
の
児
童
、

生
徒
が
訪
れ
ま
す
。
寒
い
時
期
で
す
が
み
ん
な
で
温
か
く
迎
え
ま
し
ょ
う
。

海水が温泉みたいに暖かったイーフビーチ

　
久
米
島
仲
里
村
を
訪
ね
て

　
学
校
教
育
課
長
樋
ロ
寿
次

　
当
村
で
は
、
地
域
活
性
化
を

図
る
為
、
ふ
る
さ
と
創
生
事
業

に
よ
る
同
名
村
の
誼
し
み
で
あ

る
仲
里
村
を
人
材
育
成
事
業
の

一
環
と
し
て
、
人
的
交
流
を
積

極
的
に
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
度
、
第
一
回
仲
里
村
訪

問
児
童
生
徒
交
流
会
と
し
て
、

各
学
校
間
交
流
学
習
と
地
域
巡

見
に
引
率
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
交
流
会
の
目
的
は
学
校
教
育

に
お
い
て
、
昨
今
の
教
育
を
取

り
ま
く
環
境
は
国
際
情
報
化
時

代
を
迎
え
、
益
々
複
雑
に
変
化

し
て
来
て
お
り
ま
す
。
こ
の
社

醤
　
慧
　
灘

会
の
目
ざ
ま
し
い
環
境
の
変
化

に
対
応
し
て
行
く
に
は
、
心
豊

か
で
た
く
ま
し
い
児
童
生
徒
の

健
全
育
成
を
図
る
事
が
最
も
必

要
か
と
存
じ
ま
す
。

　
両
村
の
生
徒
が
お
互
い
に
、

自
然
環
境
、
風
土
や
気
候
の
異

な
る
歴
史
文
化
を
学
ぶ
と
同
時

に
公
衆
道
徳
、
協
調
性
を
養
い
、

貴
重
な
体
験
学
習
を
通
し
、
視

野
を
広
め
、
健
や
か
に
成
長
し

て
下
さ
る
事
を
目
的
と
し
ま
す
。

今
後
児
童
生
徒
交
流
会
を
重

ね
、
生
徒
間
の
親
睦
を
深
め
、

友
情
の
輪
を
広
げ
、
併
せ
て
両

村
の
親
善
の
掛
け
橋
に
な
っ
て

戴
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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灘
　
　
瀬
、
、
．
灘
　
　
　
難

ドリやりりりりりりぴりリロロドロロリつリロのりりりリリリウリリけドロロロぼリロロリのワ　　　ドリリリリロワロロリリののロロリリ　りりりりりリトトリリリリアロロリリしりののりしロリコ

縷灘蕪羅i灘難繋灘i感想を
海灘馨霧離鶏i鞭蒙纏纏iひとこと
iんの友達もできてう擬しか，i　iじく嚢携がっ灘。新潟⑳海＆：
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に

iたで凱また参魔機会があi懲バると’齪て蜷瓶総瀬i～楽しかったこと
1ったら沖縄に二行きたいです；。　I　iだった。たま健癒って謬た験。l

i　　　　　　　　　i　i　　　　　　　　　i　　エピソードなど～
『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

ドリロリリコリリロロロリロロワコロロロリリリウウコリリリロロリロリ　じドロリリリリリリロ　ドリリリリリ　のリロしドリリリやロリリリリリドウののドロロロリリののりりりりりりりりりむ　　ド　りリロロロリロロリコのリロロ　りりリロリリリロリののリロロロリリロリロドリリワリロ

i　高道山小学校5年樋ロ美千枝ii田沢小学校6年2縄井之州洋子揖田沢小学校6年2維富井和哉
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ　　　し

i　学校訪問で私は仲里小学校i　i　一番思い出に残ったことは、i　i　各学校訪問で、仲璽小学校

iへ行きました。子供達はとてi　iホームステイ罎夜、みんなでi　l．に行った。全校生篠228人と多

iも活動的でおとなしかった。　i　i季節はずれの花火をしたことi　iい学校だった。とても元気な
び　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　ロ

i私はとてもはずかしかったでi　iです。沖縄の人達は惣さじく、i　iあ購さつ鐙びっくりじた。5

iす、歌も大声で歌ってすごいi　iすぐ漠達になりました。ケーi　i葎生と6葎生を中描とじた、

iなあと思いました。中里村のi　iギを食べて鼻匿ついた謹隷写i　iまと蕊りのある学校だった。

i搬轍縫すれぱい騰あi鎌をとっ麓齢翻齪とi騰ても鵬N謙だ鮪と購
1．堂興墜セ藁＿＿一．＿一＿一．．…i　l．塑墨塾轡嬉塗璽養鑑藁．＿一．＿i　l．遜～趨＿一一．．＿．一＿＿．＿．＿一



網
瀬

叢
　

久米島小の歓迎の舞「エイサー」

　　　肝　　駈謬　曝鱒△凹
全体交流会でホームスティ先の生徒と一諸にパーティー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鋤

郷土芸能のエイサーの衣装をつけて、ハイポーズ（美崎小交流会）

　
異
体
験
賛
歌

　
　
田
沢
小
学
校
長
小
林
義
之

な
か
さ
と
交
流
ー

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
で

扇
風
機
の
回
る
教
室
で

中
里
村
の
十
五
人
は

吹
雪
　
ス
キ
ー
　
か
ま
く
ら
と

克
雪
　
利
雪
　
楽
雪
　
親
雪
の

話
を
し
た
こ
と
だ
ろ
う

，
久
米
島
仲
里
村
の
子
供
た
ち
は

目
を
丸
く
し
て
聴
い
た
は
ず

お
返
し
に
　
す
て
き
な
仲
里
の

話
を
し
て
く
れ
た
に
違
い
な
い

違
く
離
れ
た
子
等
の
語
り
合
い

そ
の
外
い
ろ
ん
な
こ
と
の
体
験

五
百
五
十
人
が
乗
り
　
空
に
浮

か
ん
で
る
四
百
ト
ン
の
巨
体

強
い
太
陽
に
照
り
つ
け
ら
れ
る

沖
縄
の
海
の
色
の
鮮
や
か
さ

柏
崎
の
真
夏
の
海
よ
り
も
温
か

い
＋
月
の
海
水

南
国
の
秋
の
三
十
度
の
暑
さ
と

同
じ
厚
い
人
情
　
友
情

　
メ
ン
ソ
ー
レ
ー
　
青
い
海

　
よ
う
ご
ざ
っ
た
　
銀
世
界

う
れ
し
い
　
楽
し
い
、
交
歓
会

ドリロリロリロリ　リロリロリリリのリロウロリロロロリはりりりりりりのリロロロらロリリリ

i索塁常崇校3年1纏幽本明i宏
ロ

i　F沖縄猟の蕨聾窒諌凝羅初
ぼ

iめての経験璽じた。漁縄の第
コ

i一闘象は、き糎繍な海そじ廼
ほ

i何謙り暑騎と櫛う羅とどじた。
し

無陣里村健つ撚て気候風俗料理
ほ

1等の沢幽の知識を得まじた。
レ

1友達も羅き太変有憲義な交流
じ

i会℃した。
1

久米島中で学校交流、学校紹介の資料を
交換して今後もよろしく！

ドワリロリロやロリロリリリロリロロリリほロリリリロロロリロリロリロリロいしリロリロリロ

i鯉索禁校3集2維鈴木隆司
き

i　仲里村璽の2圏關嚢沢幽の
ほ

i　i友達と沢幽の悪撚囲を作る羅
げ

iと懸羅きまじ楚。ホー継ヌ羅
ま

iイ羅魅＆廼慈暖が嚢捲羅成じ
し

iて《凝嚢お嚢産懇た《さ紬煩
き

1購嚢う凝じiかった羅霧懸、蕎
さ

i甥が増麗廼太変羅屡た。よ騎
じ

i経験匿獄壌謹じた。
1

にや　リロリロリしリロリロトロリほりリロロリリリロワリロロロヨロリロサワリロリじやロリロ　　　にりりのロリロリリリウリリリリワハのほトリリリリリロひりリロリロリロリロやりりりりりリロ　　　ドリロリロリロリロリハトロリほトリリロリリワリロリロリロリロリロリロいりリロリほロほり　　　　ドワロリリリほワリリリロぬロリぴリロリリリじウロリワリロリロワロワリロリロリロやロリロ

i軽索学校3薙2紐幽岸淑嗣潅ii　倉翻騰校6薙根津みお鱗目　　倉翻難校欝蔭島田貴騰ii　高道劇蟷校6年富齢友美
ひ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　コ　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ

i　鍵蒸馨暑かっ薩。’海懸該羅i　i　秘懸櫨里載隠擁璽嚢一番感l　i　ぽくは：沖縄の欄璽蒋健癒っi　i　私が灘縄健行っ雇．儲ちぱ
さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　ひ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　ロ

i嚢き載験認熟凝羅蒸当健漢かi　i動じた羅愚は。勲黒慰の戴々i　iでまかった羅＆隊、ちがう地i　i鯉團遷残ったごとは、学校訪
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　レ

i蓼た。　　　　　　　　　　i　iの描の温かさだ騒燧。根の薄i　i瘡悪の生活の様悪懸わかったi　i問に徳ってみんなでバスケッ
サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　じ

1　一ぽ窺騒凝じが璽た羅とは。i　iをは麟め、ホー幽窯瀦藩先のi　i＆と羅鞍。ぼ《たちの倥ん羅員トボ器ルをじたことでず。み

1熱業島鱒．異憲朗鱒の識達とi　i家族の薄．本当霞温か《麟かi　iいる囎里村とは気篠もちがいi　l舶な懸うまくて、びっくりし
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　ユ

i誘懸璽き避羅と．謬勧総面白i　i晃、晃送っ薫下さi翁麓。私は、i　i竃葉懸ちが協建物の造り慧ち’i　iまじた。私は、ボールに糧、
レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　ぽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　ロ

iくて騎騎戴達だった。行っ薫i　i伸塁村に得っ誕最高の思騎出i　iがったのでとっても勉強健なi　i2回じかさわれなかったけど
ぽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　　　ロ

iき莚本当鷹よかった。　　　i　iができました◎　　　　　『i　iりまじた。　　　　　　　　i　i楽しかったです。
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　匪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　一

ドけリロリロリリリリリロリロリロリロリリリロリほロほりりリロワリロリロリリリじや　リロロ　　ぼのリロリロリロリワリのリロリのりほりりりりリロロリけリヌリリリロや　マロリロリロリリし　　ドロリロリロリロロリロリリロリロリリけリロロロリロリペワバリロリほロほりりリロリロロリ　　　にほりほロリロロリリリリロリトリのりりりりリロワのロリロリロリロリのりのリトリリリゆウ

i・灘蓑嚥瞠校6薙幽田　豪ii　清灘劇蟷校6集幽恭i　寛ii　員劉喋糠6集南，雲弥生ii　．貝蛾瞠校6年吉楽洋平
i　ぽ《ぱ．謝馨趣蒸テ矧羅行i　i　璽里交流会認一番懸健残っi　i　沖縄の霧ど魅達は．み鱒なi　i　一番囎象健残った護とは．
レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　ユ

i蓼た時始めは．き羅ち諜う麟i　iた羅畿は撚一幽叉灘鰭の羅とi　lわたし達諜り翼黒に圏焼蹴しi　i畳石だっ楚。五魚形糟穴角形
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　ユ

i嚢購た麟凝ど、だ働だ紬慣凝i　i悪繊。とて噛懸配羅麟たが、i　iて駄て．とて郵元気懸諜かっi　iの石が自然に認きた魅のだと
び　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　び　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　ロ

iる健つη嚢、き趨ちょう噛ほi　iと羅噛楽じく響謹せで謙かっi　iだ。沖縄独特の歌を歌ってくi　iきいた時には蒸当健驚いた。
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　ぱ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　ご

i嚢凝．み継なとじ榊べ糀る謙i’1たと思騨ます。沖縄羅学習じi　i蹴たり．ザームをじたりじてi　lまた沖縄の人達懸みんな優じ
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i騒鷹獄りました。沖縄県の久i　iてきた羅とを地域榊学榛ぞ騎i　i歓迎じてく撫た。優じい人達i　iく．温かい入達でいい思い出
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自
己
記
録
に
挑
戦
！

”
マ
う
ワ
し
・
ジ
コ
ギ
し
ヴ
大
会
”

嚢　／
　
　
■

　
／

　
　
　

　
ユ

　
　
■

　
、
ン

　
ントダ斉にスタ

●成績一覧表

　
長
雨
が
続
き
は
っ
き
り
し
な

い
天
候
の
体
育
の
日
、
恒
例
の

雪
第
1
5
回
村
民
マ
ラ
ソ
ン
・
ジ
ョ

ギ
y
グ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

　
中
里
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ス
タ

ー
ト
し
、
村
道
荒
屋
桔
梗
原
線

を
コ
ー
ス
と
す
る
ニ
キ
。
層
か
ら

五
キ
。
材
の
種
目
に
百
五
十
人
が

健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
沿
道
で
は
父
母
が
声
援
を
送

り
、
ま
た
、
地
元
の
人
た
ち
は

稲
刈
り
の
手
を
し
ば
ら
く
休
め

て
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

　
一
般
の
参
加
者
が
少
な
い
よ

う
で
す
。
来
年
は
ぜ
ひ
挑
戦
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

署器

　　　　義
置
　
難 欝　　　　難　　鐵 灘織　雛籔　鑑　　鑛　鶏鐵　灘鑛　難　　鑛　驚鐵　灘鐵

灘縷懸議懸
㌧

一 一 一 一 一 一

灘纏i難鎌嚢 桑原祐大 11〆45” 倉俣 広田　　裕 12’47” 高道山 太鳴直弥
12152” 高道山

　難灘織灘撚鍍鳳 大島宏之 10129” 田沢 岡村勇輝 10〆31” 倉俣 渡辺伸二
10〆45” 高道山

欝灘纒難懸 南雲二郎 23’36” 貝野 藤田克志 23143” 貝野 高井雅史 24〆31” 田沢

懇灘i灘鹸懸 富井晴彦 22143” 高道山 川田正樹 25’16” 田沢 鈴木岳史 26／22” 倉俣

難難灘鰯懸 富井利行 23’56” 高道山 根津啓介 2401” 倉俣 島田貴祥
25〆09” 倉俣

譲　　難籔鐵 鈴木隆司 18／22” 中里 根津　　茂 18157” 中里 鈴木　　学
19〆03” 中里

一　　磯翻灘 富井　　徹 17〆58”
（集落）

市之越 村山太一 19〆22”
（集落）

田中 太嶋活行 20’31”
（集落）

芋沢

撚i嚢墾難鐵釜 山本かおり 13’44” 清津峡 井ノ川望 13〆46” 田沢 藤ノ木良美 1454” 清津峡

灘灘懸織懸 斎喜真紗美 12〆44” 倉俣 井ノ川千鶴 13〆16” 田沢 桑原瀬里名 13’19” 倉俣

難鍵鍵翻懸 滝沢きよみ 11139” 清津峡 上原律子 11’51” 田沢 滝沢あす香 11’54” 倉俣

欝欝鱗懸i騰 服部江梨子 16〆34” 田沢 根津愛美 18’31” 倉俣 山田真澄 18〆36” 田沢

難灘灘難灘灘 富井美奈子 15〆47” 高道山 井ノ川聖子 17110” 田沢 樋口千晶 17127’ 田沢

難轍鰹麟盤 鈴木幸子 16〆38” 清津峡 井ノ川照美 16’57” 田沢 熊倉恭子
17〆33” 倉俣

懸　　難謙鐵 熊倉美奈子 1428” 中里 村山朋子 15106” 中里 斎喜真奈美 15’11” 中里

一一　幾鐵鑓 井ノ川美津恵 12〆28”
（集落）

田中 高野トシ子
16’11”

（集落）

倉俣 島田トヨ 20／10”
（集落）

通り山

鞭灘懸灘欝羅
錨灘灘灘繋灘

桑原富子
　　雄樹

16〆00
（集落）

倉俣
樋口洋子
　　寿郎

16’26”
（集落）

朴木沢
高野道代
　恵梨香

20’10”
（集落）

白羽毛

璽
噸
県
雄
鐸
罎
．
出
．
場
．

”
第
一
回
中
越
地
区
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
”

　
十
月
十
七
日
小
千
谷
市
で
行

わ
れ
た
第
一
回
中
越
地
区
中
学

校
駅
伝
競
走
大
会
で
中
里
中
学

校
男
子
は
健
闘
し
、
三
十
七
校

中
六
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
十
位
ま
で
が
、
十

一
月
九
日
新
潟
市
で
行
わ
れ
る

県
大
会
に
出
場
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
里
中
の
快
走
に

．
村
民
卓
・
球

期
待
し
ま
し
ょ
う
。
メ
ン
バ
ー

は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

六五四三二一
区区区区区区

鈴
木
隆
司
（
三
年
）

根
津
　
茂
（
二
年
）

鈴
木
学
（
二
年
）

富
井
　
誠
（
一
年
）

樋
口
正
晴
（
三
年
）

富
井
政
則
（
三
年
）

中
学
一
年
男
子

　
一
位

　
一
一
位

　
三
位

中
学
一
一
年
男
子

　
・
一
位

　
一
一
位

　
三
位

小
林

士
・
楽

小
林

服太渡
部島辺

　
　
　
　
　
業
会

10

月
1
0
日
中
里
中
学
校

章一洋
樹馬史

　勝
勲則潤

中
学
一
一
年
女
子

　
一
位
　
　
　
山
田
　
美
恵

　
二
位
　
　
　
　
高
橋
和
歌
子

　
三
位
　
　
　
　
太
島
小
百
合

一
般
の
部

　
一
．
位
　
村
山
婦
佐
江
（
田
沢
）

　
二
位
　
江
口
　
登
　
（
干
溝
）

　
三
位
　
藤
田
　
尚
（
本
屋
敷
）

第
5
回
慌
日
町
暴
距
離
ガ
ー
－
飛
雌

9
月
2
3
日

千
五
百
M
四
位

　
　
　
よ
し
の
り

　
斎
藤
由
紀
（
田
沢
小
六
）

　
　
　
　
　
　
　
5
分
1
2
秒
8

十
日
町
市
陸
上
競
技
場

　
八
百
M
　
七
位

　
　
田
村
由
紀
子
（
田
沢
小
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
2
分
4
8
秒
－

盤
環
囁
養
、
親
善
環
吻
壕
圏
場
傷
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
岡
大
会
1
0
月
1
0
日

勿



●成績一覧表

　販

・　　懸難　　　　　鍵 籔 議鑛 灘i灘 鐵 籔 灘灘 縷鱗 鐵 籔 議鐵i 縫i鐵

霧醗撫鑛 村山裕一 15”8 貝野 井ノ川雅史 16”0 田沢 南雲堅介 16”0 貝野

綴灘撫撚一 灘馨 南雲健児 15”5 貝野 富井晴彦 16”5 高道山 長井秀幸 17”0 田沢

蓬翻灘鑛 樋口　　悟 5／42”58 田沢 川田正樹 5’48”23 田沢 村山宏樹 5152”17 田沢

鑛灘纒雛麟 井ノ川雅史 3m71 田沢 山本恭史 3m44 清津峡 南雲健児 3m39 貝野

鍵懸欝i雛撚

墾欝灘懸

南雲堅介 110cm 貝野 長井秀幸 10マcm 田沢 羽鳥　　晶 104cm 貝野

田村由紀子 15”3 田沢 藤ノ木妙子 61”1 田沢 樋口美千枝 16”3 高道山

灘辮購一灘鐵 樋口美千枝 17”3 高道山 吉楽絵美 17”9 貝野 廣田菜穂子 18”0・田沢

雛灘灘 田村由紀子 2’43”46 田沢 廣田菜穂子 2158”94 田沢 富井美奈子 3〆00”92 高道山

縫難騰雛灘 田村由紀子 3m48 田沢 樋口美千枝 3m36 高道山 藤ノ木妙子 3m28 田沢

灘難麟灘 高野めぐみ 107cm 田沢 吉楽絵美 107cm 貝野 清滝清美 98cm 高道山

灘欝鍵
◎
斎 藤由紀

13〃5 田沢 富井和哉 14”6 田沢 井ノ川直之 15”0 田沢

翻灘灘黙一灘鞍
◎
斎 藤由紀 13”4 田沢 井ノ川直之 14”6 田沢 富井由幸 15”8 田沢

墾嚢纐繍繋 富井由幸 5124”74 田沢 富井和哉 5129”41 田沢・富井利行 5〆29”41 高道山

石沢潤平 3m88 田沢 富井和哉 3m77 田沢 井ノ川直之 3m71 田沢　　難顯騰i騰撚

璽　　灘難識灘 斎藤由紀 134cm 田沢 南雲俊宏 125cm 貝野 山本　　寛 116cm 清津峡

麹醸灘 根津みおり 15”6 倉俣 井之川洋子 15”8 田沢 山田和美 16”0 田沢

纈懸灘灘一灘灘 廣田和美 16”6 田沢 鈴木幸子 16”8 清津峡 柳　　芳子 17”1 貝野

灘醸懸

織顯騰灘繋

保坂千津子 2’55”11 田沢 根津みおり 2158”52 倉俣 井ノ川照美 2’59”24 由沢

廣田和美 3m35 田沢 鈴木幸子 3m21 清津峡 鈴木里恵 3m16 倉俣

懇鑛灘i灘繋 根津みおり 110cm 倉俣 柳　　芳子 110cm 貝野 保坂千津子 107cm 田沢

他
校
に
負
け
る
な
！

”
村
内
小
学
校
親
善
陸
上
大
会
ー

　
九
月
三
十
日
、
田
沢
小
グ
ラ

ゥ
ン
ド
に
お
い
て
第
2
0
回
村
内

小
学
校
親
善
陸
上
大
会
が
開
か

れ
、
各
校
の
五
・
六
年
生
が
他

校
に
負
け
ず
と
力
走
し
て
い
ま

し
た
。
　
　
（
◎
大
会
新
記
録
）

リレーの部

沢
沢

◎
田
田 歯をくいしばって力走

二
年

【
男
子
】

第
2
8
回
郡
，
市
2
口
翼
ガ
壕
、

　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
月
2
4
日
水

【
男
子
】
　
　
　
　
　
　
　
個
人

リ
レ
ー
　
五
位
　
中
里
中
　
　
　
　
一
年
男

　
　
　
　
1
時
間
4
0
分
3
0
秒
2
　
　
一
位

　
　
　
　
（
鈴
木
隆
司
、
根
津
　
　
二
位

　
　
　
茂
、
富
井
誠
、
樋
口
　
　
三
年
男

　
　
　
正
晴
、
鈴
木
学
、
富
　
　
二
位

　
　
　
井
政
則
）
　
　
　
　
　
　
三
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
位

一
年

【
男
子
】

八
百
M
　
一
位
富
井
誠

　
　
　
　
　
　
　
2
分
1
9
秒
〇

　
　
　
　
二
位
斎
藤
剛

　
　
　
　
　
　
　
2
分
2
0
秒
7

　
　
　
　
四
位
井
口
　
英
詞

　
　
　
　
　
　
　
2
分
2
4
秒
－

　
　
　
　
六
位
樋
口
　
一
穂

　
　
　
　
　
　
　
2
分
2
5
秒
－

【
女
子
】

二
百
M
　
五
位
　
桑
原
　
和
美

　
　
　
　
　
　
　
3
0
秒
8

走
高
跳
　
三
位
　
小
山
　
明
子

　
　
　
　
　
　
　
1
M
1
0

百
M
　
六
位

　
斎
藤
　
由
紀
（
田
沢
小

第
蘭
口
雌
日
町

　
　
　
　
　
噂
．
学
新

子
A
コ
ー
ス
（
腸
K
）

　
　
　
　
　
ア
　
　

樋
口
　
一
穂
1
8
1
6
8

　
　
　
　
　
ア
　
　

斎
藤
　
　
剛
1
8
1
9
4

子
A
コ
ー
ス
（
腸
K
）

　
　
　
　
　
ア
　
　

井
ノ
川
一
彦
1
7
5

4
2

　
　
　
　
　
ア
　
　

桑
原
　
享
也
　
1
7
5
8
9

　
　
　
　
　
ア
　
　

水
野
　
　
晶
1
8
3
6
1

沢吻
　1・中襲・
学会
校

廉
沼
轟
技
煽
糞

日
町
市
陸
上
競
技
場

八
百
M
　
二
位
　
根
津
　
茂

　
　
　
　
　
　
　
2
分
9
秒
4

　
　
　
　
四
位
鈴
木
学

　
　
　
　
　
　
　
2
分
1
7
秒
3

三
千
M
　
二
位
　
根
津
茂

　
　
　
　
　
　
　
9
分
4
4
秒
0

【
女
子
】

二
百
M
　
コ
．
一
位
　
樋
口
　
美
奈

　
　
　
　
　
　
　
3
0
秒
0

百
M
H
　
四
位
　
滝
沢
か
お
る

　
　
　
　
　
　
　
2
0
秒
1

走
高
跳
　
五
位
　
藤
ノ
木
か
お
る

　
　
　
　
　
　
　
ー
M
1
5

共
通
百
十
M
H
五
位
　
廣
田
　
光
治

　
　
　
　
　
　
　
2
0
秒
4

六
）
　
【

市
・
　
・

聴
陸
肇
藍

於
・
十
日

　
　
一
癸

13
秒
2
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♪

雛
　
．
蟹
ー
霧
羅

　

羅
髄
　
　
　
、
詠
響

麟
馨
．
、
　
鍔

！
饗
鱗
翻

　　　臨　　　　徳井隆介くん

　つな引きをしている所を描きま

した。一番くろうした所は、足の

形です。ふんぱっているようにす

るのがむずかしかったです。よく

できた所は、体の曲がり具合です。

（6月ころの作品）

叡厚明塞夫嚢凝或胤）⑳

　ぼくはワンパクざかり。でも本

当はとても甘えん坊なんだ。今む

ちゅうになっているのはブロック

で遊ぶこと。歌を歌いながら散歩

することも大好きなんだ。花や虫

とお話しするんだよ。大好物はカ

レーライス。大きなお皿でいっぱ

い食べるんだ。お田さんは元気で

明るく、素直な子に育ってほしい

んだつて。

演奏が終わり緊張がほぐれ、ほっとしたところです。〔千葉県文化会館前〕’

惜し、くも

二中里中吹奏楽部関東大会で＝

、
十
月
六
日
、
千
葉
県
文
化
会
館
で
開
催

さ
れ
た
第
四
十
七
回
関
東
吹
奏
楽
コ
ン
ク

ー
ル
で
、
新
潟
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た

中
里
中
吹
奏
楽
部
（
三
十
五
名
）
は
、
四

年
前
と
同
じ
銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
演
奏
曲
目
は
こ
の
大
会
の
出
場
を
決
め

た
県
大
会
と
同
じ
、
小
山
清
茂
作
曲
「
吹

　
　
　
　
　
　
　
び
き

奏
楽
の
た
め
の
木
挽
歌
」
で
す
。
広
報
無

線
で
流
し
ま
し
た
が
聞
き
ま
し
た
で
し
ょ

う
か
。
民
謡
調
の
と
っ
て
も
リ
ズ
ム
カ
ル

な
曲
で
す
。
こ
の
曲
で
金
賞
を
目
ざ
し
て

挑
戦
し
ま
し
た
が
、
上
が
っ
て
し
ま
っ
た

の
か
少
し
リ
ズ
ム
感
を
欠
き
惜
し
く
も
銀

賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
里
中
の
演
奏
出
番
が
最
初
の
方
だ
っ

た
の
で
後
の
い
い
演
奏
を
多
く
聞
く
こ
と

が
で
き
生
徒
も
た
い
へ
ん
勉
強
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
宿
泊
な
ど
で
礼
儀

等
の
生
活
面
で
も
い
い
勉
強
に
な
り
収
穫

が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」
。
と
指
揮
者
の

間
野
教
諭
が
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
年
々
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
地
域
内

を
リ
ー
ド
し
て
い
く
こ
の
演
奏
は
、
十
一

月
十
四
日
の
「
村
内
小
中
学
校
音
楽
発
表

会
」
で
関
東
大
会
金
賞
以
上
の
で
き
が
え

で
披
露
さ
れ
ま
す
。
是
非
お
で
か
け
下
さ

い
。
場
所
は
中
里
中
体
育
館
で
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
で
す
。
生
の
音
楽
を
お
楽
し

み
下
さ
い
．

わたしの

　　　　　撒
　　　　麟

畿

高道山

阿部レメジョスさ

フ
ィ
リ
ピ
ン
タ
グ
ビ
ラ
ラ
ン
シ
テ
ィ

　
あ
な
た
の
ふ
る
さ
と
を
紹
介

し
て
く
だ
さ
い
　
　
。

　
私
の
ふ
る
さ
と
は
、
ボ
ホ
ー

ル
島
の
州
都
で
す
が
、
人
口
5

万
人
足
ら
ず
の
こ
じ
ん
ま
り
し

た
地
方
都
市
で
す
。
タ
ダ
ビ
ラ

ラ
ン
を
除
く
と
あ
ま
り
整
っ
て

い
な
い
と
こ
ろ
が
多
く
、
さ
ほ

ど
観
光
化
さ
れ
て
い
な
い
素
朴

で
静
か
な
街
で
す
。
島
周
辺
の

海
は
良
い
漁
場
が
多
く
漁
業
が

盛
ん
で
、
海
の
幸
が
豊
富
な
と

こ
ろ
で
す
．

中
里
村
の
印
象
は
？

　
自
然
に
か
こ
ま
れ
た
と
て
も

静
か
な
村
で
す
ね
。
冬
は
少
し

寒
い
で
す
が
、
周
り
の
人
々
は

と
て
も
あ
た
た
か
い
人
ば
か
り

で
、
住
み
や
す
い
よ
い
村
で
す
。

日
本
の
料
理
は
お
い
し
い
で
す

か
？
　
日
本
食
は
だ
い
た
い
何
で
も

食
べ
ら
れ
ま
す
。
お
新
香
な
ど

毎
食
欠
か
さ
ず
食
べ
ま
す
し
、

特
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手
料
理

が
大
好
き
で
す
．

　
去
年
ス
キ
ー
を
始
め
、
と
て

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
は
お
な
か
に
子
ど
も
が
い

る
の
で
ス
キ
ー
の
で
き
な
い
の

が
ち
ょ
っ
と
残
念
で
す
。

・
載
緯

㌍
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無駄慎いせず
　　　　　　42年間

一倉俣小こども郵便局大臣表彰一

倉俣小学校（松岡正徳校長・児童85人）の

倉俣小こども郵便局は、日ごろから無駄使い

を慎み、節約して、自分たちの学用品を買う

ためや修学旅行などのために貯金したとして．

郵政大臣表彰を受賞しました。

同小学校はこども郵便局が誕生した昭和24

年以釆、学校ぐるみでずっと郵便貯金を続け

今までに信越郵政局賞6回、郵政省貯金局長

賞7回、県知事賞などを受賞しています。

この貯金の残高は、平成2年12月末で390万

円にもなり、最近では修学旅行代金にするば

かりでなく￥後々までも貯蓄し自分の財産に

なるようになってきているそうです。

10月7日、東京の帝国ホテルで行われた表

彰式に庭野教頭先生とこども郵便局を代表し

て鈴木里恵さん（6年）が出席し、寛仁親王

妃信子殿下のご臨席のもとで、関谷郵政大臣

から受賞しました。全国で50局が表彰され￥

その内、新潟県内では佐渡相川町の金泉小と

倉俣小の2校でした。

辮
本
音
が
空
気
を
動
か
す

ヒ刻
　
”
ボ
デ
ィ
．
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
ス
ト
丸
山
浩
路
氏
”

　
「
出
会
い
・
ふ
れ
愛
・
感
動
」
1
そ
し
　
　
て
前
が
違
い
す
ぎ
る
。
子
ど
も
た
ち
は
本

て
今
、
何
か
が
生
ま
れ
る
ー
と
題
し
て
十
、
　
物
に
心
を
動
か
す
。
大
人
が
子
ど
も
を
育

月
十
四
日
、
村
総
合
セ
ン
汐
1
に
お
い
て
　
　
て
る
の
で
は
な
い
。
大
人
が
本
物
の
環
境

丸
山
浩
路
氏
ス
テ
ー
ジ
講
演
会
が
開
か
れ
　
　
を
つ
く
り
だ
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
空
気
が

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動
き
子
ど
も
が
感
じ
と
ら
れ
る
。
親
も
先

　
こ
れ
は
小
中
学
校
P
T
A
連
合
会
、
公
　
　
生
も
子
ど
も
は
選
べ
な
か
っ
た
。
だ
か
ら

民
館
、
青
少
年
育
成
村
民
会
議
が
「
文
化
　
　
　
切
り
替
え
る
の
は
、
付
き
合
っ
て
い
る
親
、

講
演
会
」
と
し
て
“
も
う
一
度
呼
び
た
く
　
　
先
生
し
か
い
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
皆
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
る
人
気
講
師
全
国
一
位
（
日
本
一
ク
サ
　
　
ん
が
、
す
ば
ら
し
い
生
き
方
を
す
る
こ
と
、

の

イ
《
自
称
》
）
の
ボ
デ
ィ
ー
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
ス
　
　
感
じ
る
心
を
持
つ
こ
と
だ
。
運
命
は
自
分

ト
、
丸
山
氏
を
招
い
て
行
っ
た
も
の
で
す
。
　
　
で
つ
く
る
も
の
。
自
分
で
選
ぶ
出
合
い
で

　
「
”
感
動
で
動
い
た
”
本
音
が
空
気
を
動
　
　
　
決
ま
る
。
子
育
て
は
目
的
で
な
い
。
子
育

か
す
〃
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
は
本
音
と
立
　
　
て
の
経
験
を
自
分
の
人
生
に
照
ら
し
合
わ

せ
、
自
分
の
人
生
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
〃
」
。

と
、
熱
い
思
い
を
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
全

身
で
表
現
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
約
三
百
五
十
人
は
、
手
話
を

交
じ
え
た
ユ
ー
モ
ア
に
笑
い
、
本
音
で
解

く
一
つ
一
つ
の
言
葉
に
感
動
で
涙
し
て
い

ま
し
た
。

全％「見せるひとり語り」で熱演する丸山浩路ステージ伝道士

o
￥毯険

トシ

　　　　どんな家族なんでしょうか？

　　り私が役場に妻は山ロ医院に勤めています。田は

　　専業子守り、父は農業で田んぼと杉苗それに自家

　　用野菜をチョビチョビとやっています。團桂集

　　落の中でも平凡すぎるぐらい何んでもない家です。

　　　　家族行事はどんなことがありますか？

　　り家族全員ですることは、田植などが終った時￥

　　夕飯を食べに行くことぐらいかあ一。

　　　　子育てのモットーは？
　　囲男の子だから健康でたくましく、素百で正義

⑯感のある子に育つてほし％鰍も同じような事
　　を考えています。わが家ではどんなに疲れて帰っ
　桂てきても皆んなが子どもの気持ちになって一緒に

　　よく遊んでくれています。匪國善悪の判断がよく

　　でき、他人に迷惑をかけることのないような子ど

生まれるそうです。明るい子ぼんのうな家庭でした。

8 広報躍”1自と　　　平成3年1ぐ月10日



”

健
康
）b’

　く

り

7
　の　，

7

おめでとう！むし歯のない子の表彰です。これからもしっかり磨いてくださいネ。

ア
Il

　
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
ろ
う
」

と
第
十
四
回
中
里
村
健
康
づ
く
り
フ

ェ
ア
が
十
月
十
三
日
、
保
健
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
台
風
21
号
の
影
響
に
よ
る

雨
の
た
め
、
野
外
行
事
の
歩
け
歩
け

健
康
ウ
ォ
L
ク
や
自
転
車
板
わ
た
り

ゲ
ー
ム
を
中
止
し
、
ま
た
、
会
場
を
清

津
ス
キ
ー
場
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
に

変
更
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
代
り
に

ハ
イ
キ
ン
グ
セ
ッ
ト
な
ど
が
当
た
る

簡
単
な
健
康
ク
イ
ズ
や
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン

ゲ
ー
ム
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
そ

れ
ぞ
れ
自
分
の
健
康
を
確
め
る
よ
う

に
解
答
の
理
由
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
特
に
残
念
だ
っ
た
の
は
、
百
人
も

の
参
加
申
し
込
み
が
あ
っ
た
歩
け
歩

け
村
民
ウ
ォ
ー
ク
で
し
た
。
来
年
こ

そ
秋
晴
れ
の
下
で
、
紅
葉
狩
り
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。
雨
天
で
も
行
な

っ
た
の
は
き
の
こ
講
習
会
。
熱
心
な

地
元
き
の
こ
博
士
た
ち
は
雨
の
な
か
、

講
習
会
用
の
サ
ン
プ
ル
を
清
津
ス
キ

1
場
か
ら
採
取
し
て
き
ま
し
た
。
つ

づ
い
て
午
後
か
ら
は
、
十
日
町
田
川

町
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
i
作
家
高
木
国

保
氏
を
講
師
に
講
習
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
き
の
こ
の
名
前
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
食
べ
方
や
誤
っ
た
鑑
別
方

法
の
注
意
な
ど
具
体
的
な
例
を
上
げ

て
説
明
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
む
し
歯
の
な
い
子
、

健
康
家
庭
、
献
血
功
労
者
、
食
改
善

功
労
者
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
お
名

前
は
次
の
と
お
り
で
す
。

むし歯のない子表彰国民健康保険健康家庭表彰

「誤った鑑別方法方法は自殺行為です」

と説明する高木氏

●5歳児（保育所歯科検診）

樋　口　壽　男 小　原 ミ

廣　田　富　男 干　溝 小柳由布子 由　夫 如来寺

樋　口　正　次 朴木沢 南雲真美子 一　男 堀之内

藤ノ木晴繁 小　出 ’広　田　憲　幸 敏　一 干　溝

藤ノ木幸晴 〃 水沢麻里子 一　光 上　山

大　島　文　二 芋川新田 吉　楽　和　代 茂 山　崎

南　雲　藤藏 本屋敷 ●3歳児検診

徳　井　祥　市 堀之内 i
・繋嚢総…購灘欝韓／i／il

献血功労者表彰
村山かなた 伸　一 田　沢

富　井仁　美 孝　男 如来寺
、・灘／．』嚢．．i．．き．灘韓…瑚

新屋敷

樋　口　優　里 正　博 朴木沢
h蹴　　　　　　、　　　　　　　　離　，

島　田　　　薫 実 倉俣
廣田榮次郎　　田　中

関　谷　　　妙 今朝雄 田　沢

阿　部　昭　夫 樋　口　直　幸 隆　司 干　溝

大　島　清　治 新　里 吉楽佳代子 茂 山　崎

高　橋　定　利 倉俣 河　田　育　民 尚　喜 田　中

村　山　　　博 程　島 上原健太郎 数　之 通り山

南　雲　公　子 芋　川 樋　口　良　世 福　隆 〃

山田アヤ子 朴木沢 富　井　貴　英 英　丸 市之越

食改善功労者表彰

桑　原　萌　美 勇 倉俣
井　ノ　川　健 政　一 如来寺

苺難蕪繋嚢灘灘鐵き／ii 樋　口　紗希 勝彦 荒　屋

南　雲　ト　シ 田　中 太　島　梓織 宣　　一
口

芋　沢

●5歳児（保育所歯科検診）

●3歳児検診

献血功労者表彰

食改善功労者表彰

躍



　
　
　
　
　
　
　
ハ
ッ
ス
ル
。
フ
レ
ー

”
第
1
回
中
里
村
老
人
ろ
ボ
ー
ツ
大
会
”

　
「
お
年
寄
り
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
体
力
の
維
持
・
・
増
進
を
図
り
、
地

域
で
交
流
を
深
め
積
極
的
な
生
き
が

い
を
追
求
し
よ
う
」
と
中
里
村
老
人

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
十
月
十
八
日
、
村

民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
健
康
交
流
事
業
の
一
環
と

し
て
今
回
初
め
て
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。
村
内
の
各
地
区
か
ら
十
五
の
単

位
老
人
ク
ラ
ブ
約
二
百
五
十
人
が
参

加
し
、
ビ
ン
つ
り
競
争
な
ど
七
種
目
に

若
者
顔
負
け
の
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
主
催
の
中
里
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
で
は
、
「
皆
さ
ん
か
ら
楽
し
ん
で
も

ら
え
て
非
常
に
評
判
が
よ
か
っ
た
。
来

年
も
続
け
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

》
元
気
い
っ
ぱ
い
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー

　
〔
だ
る
ま
さ
ん
競
争
〕

　
平
成
三
年
十
二
月
一
日
か
ら
、

療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

精
神
薄
弱
者
に
対
し
て
、
次
の
よ
う

に
運
賃
割
引
制
度
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
る
た

精
神
薄
弱
者
（
児
）
に
つ
い
て
は
、

r
割
引
を
受
け
た
い
場
合
は
、
新
た
に

手
帳
の
交
付
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

※
療
育
手
帳
「
A
」
の
方
は
、
本

精
神
薄
弱
者
（
児
）
は

　
　
　
　
　
　
運
賃
割
引
に
な
り
ま
す

め
に
は
、
療
育
手
帳
の
書
換
え
が
必

要
と
な
り
ま
す
が
、
詳
し
い
こ
と
は
、

役
場
、
新
潟
県
中
魚
沼
社
会
福
祉

事
務
所
に
お
問
い
会
わ
せ
下
さ
い
。

　
な
お
、
手
帳
を
所
持
し
て
い
な
い

人
・
介
護
者
の
割
引
が
、
療
育
手
帳

「
B
」
の
方
は
、
本
人
の
み
が
割
引

対
象
と
な
り
ま
す
。

先祖○業績石
毛㌧み茄λ5

，
蕃

、

』1戸に1セットお備え下さい≡

　平成2年3月に「中里村史」（全4巻）が完結さ

れました。
　　　　　　　てし
　あなたが住む中里、あなたが生まれた中里、こ

こにはどんな歴史があったのでしようか。この4

巻には、自然、史歴、民俗の3分野に分けられた

私たちの先祖の業績が￥珍しい写真￥図表を豊富

に使い脈々と描かれています。

　まだ購入されていなら万は、このすばらしい「中

里村史」を全巻ご家庭に備えていただき￥愛読下

さるようお願いいたします。

●申込先……総合センター内社会教育課

　　　　　　a63－2493り

　　　　　　智63－2080

中里村史価格
簿嚢i…ii難　．ガ藤、1 ・鱒験1

上
刊
中里村史資料編
　　　原始・古代・中世

2，000円

下
刊
中里村史資料編
　　　近世・近代・現代

5，000円

上
刊
中里村史通史編
自然・原始・古代・中世・近世

3，500円

下
刊
中里村史通史編
　　　近代・現代・民俗

3，500円

中里村史資料編上・下巻セット
特別割引

6，000円

中里村史通史編上・下巻セット
特別割引．

6，000円

中里村史全4巻セット
特別割引

12，000円

　　　　　善意ありがとう

■社会福祉協議会へ寄付金

佐藤久一（芋沢）　………………20，000円

　中村豊秀（本屋敷）・・…………・…5，559円

郵便局・………………・・………20，000円

■公民館へ

渡辺直美（高道山）………………本50冊
■中学校へ

村山　　基（山崎）………………100，000円

平成3年11月10白広報躍”冒と：拶

ヤ
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導

儲〔廣田馨長女〕山崎

鞠〔村山群二女〕田沢

擁〔太島琴，ぞ長女〕東田尻

勝〔南雲舞長男〕田中

蕪〔大島離長女〕倉俣

嬬〔中村鞍長男〕本臨

鯵〔志田直勝美長女〕干溝

十日町市

通り山

倉俣
田　沢

宮中
十日町市

勉
枝
雄
子
優
子

　
芳
孝
枝
　
周

　
澤
　
　
三

田
巻
野
木
田
落

島
小
高
鈴
池
水

｛
　
　
｛
　
　
｛

　
　
・
里
俣
地
崎
沢

　
　
灘
新
倉
重
山
田

死
亡
欄
⑧
㊧
の
鋤
ゆ

66

侶
66
α
66

江
ク
義
次
平

　
　
　
　
　
　
國

清
イ
　
一
島

　
　
　
　
　
　
ヲ

喜
橋
木
村
ノ

齋
高
鈴
岡
井

※掲載を希望しない方は届け出の

　際に申し出てください。

で
き
る
能
力
が
あ
り
、
現
在
仕
事

を
探
し
て
い
る
状
態
）
で
な
い
と

受
給
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
失
業
給
付
を
受
給
中
の

方
は
、
就
職
や
就
労
・
内
職
や
手

伝
い
・
自
営
業
の
開
始
等
を
し
た

場
合
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。
こ

　　　　22件

　　　　27人

　　　313日

（10月末累計）

●事故発生件数

●傷者

●死亡事故

萎
魏
態
灘
撒
雛
響
難
灘

●
中
里
村
商
工
会
青
年
部
主
催

　
　
　
桂
歌
助
落
語
会

　
十
日
町
市
出
身
・
桂
歌
丸
門
下

桂
歌
助
さ
ん
の
落
語
を
聞
い
て
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
き

本
の
文
化
の
良
さ
を
見
直
し
「
粋
」

な
一
夜
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
　
平
成
3
年
n
月
2
8
日
㈲

　
　
　
午
後
7
時
開
演

場
所
　
中
里
村
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
大
集
会
室
）

木
戸
銭
　
五
百
円

問
い
合
わ
せ
先
中
里
村
商
工
会
青
年

部
智
6
3
1
2
8
6
8
（
担
当
堀
）

●
．
渓
流
環
境
ジ
湧
ボ
ジ
つ
埜

　
砂
防
ダ
ム
な
ど
と
魚
類
の
生
息

し
や
す
い
環
境
と
の
調
和
を
は
か

る
方
策
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
次
の
と
お
り
お
こ
な
い
ま
す
。

大
学
の
教
授
や
漁
協
の
理
事
の

方
々
に
よ
る
魚
道
な
ど
に
関
す
る

意
見
を
通
じ
て
今
後
の
渓
流
づ
く

り
に
反
映
さ
れ
よ
う
と
計
画
し
ま

し
た
。
漁
業
関
係
者
な
ど
に
は
興

味
あ
る
内
容
と
思
い
ま
す
。

日
時
　
n
月
1
4
日
㈲

　
　
　
　
　
　
1
3
時
～
1
6
時
4
5
分

場
所
　
湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ

　
　
　
ー
（
南
魚
沼
郡
湯
沢
町
）

そ
の
他
　
入
場
無
料

問
い
合
わ
せ
先
　
建
設
省
湯
沢
砂

防
工
事
事
務
所
調
査
課
盈
0
2
5

7
1
4
1
2
2
6
3

　
　
8

●
離
国
ー
ワ
ー
男
億
目
町

　
　
　
　
　
　
　
　
職
安
か
ら

　
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
で

は
、
昨
年
末
か
ら
屋
外
の
駐
車
場

入
口
に
、
休
日
や
時
間
外
な
ど
に

い
つ
で
も
自
由
に
閲
覧
で
き
る
、

企
業
の
求
人
情
報
な
ど
を
掲
載
す

る
「
イ
ン
フ
ォ
マ
ー
シ
ャ
ル
コ
ー

ナ
i
」
を
開
設
し
て
お
り
、
利
用

者
の
皆
様
方
か
ら
好
評
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
春
か
ら
は
、
こ
の
コ

ー
ナ
ー
の
中
に
「
求
職
登
録
ポ
ス

ト
」
を
設
け
、
独
自
の
求
職
登
録

力
ー
ド
に
よ
り
、
休
日
や
夜
間
で

も
求
職
の
申
し
込
み
が
自
由
に
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
「
求
職
登
録
ポ
ス
ト
」
に

登
録
さ
れ
た
方
に
は
、
最
新
求
人

情
報
を
一
定
の
期
間
郵
送
し
ま
す

の
で
是
非
ご
利
用
下
さ
る
よ
う
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

雇
用
保
険
“
さ
わ
や
か
受
給
”

　
　
　
　
　
　
　
推
進
月
間

（
平
成
3
年
¶
月
1
目
～
1
1
月
30
日
）

響
雇
用
保
険
の
失
業
給
付
は
、
失

業
さ
れ
た
方
が
生
活
の
心
配
を
し

な
い
で
1
日
も
早
い
再
就
職
を
お

手
伝
い
す
る
た
め
の
も
の
で
、
失

業
の
状
態
（
積
極
的
に
就
職
し
よ

う
と
す
る
意
思
と
い
つ
で
も
就
職

れ
を
怠
る
と
不
正
受
給
と
し
て
処

分
さ
れ
ま
す
。

　
n
月
は
雇
用
保
険
制
度
を
正
し

く
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
受
給
さ

れ
る
と
き
は
正
し
い
申
告
で
さ
わ

や
か
に
受
給
し
て
い
た
だ
く
月
間

で
す
。

　　北陸地方3が月予報（鰯欄紛
　　　　　　　　　　　　　　　平成3年10月18日
　　　　　　　　　　　　　　　新潟地方気象台発蓑
【予報の概要】

　雀鶏までは暖かい目が多いですが、その後は寒暖の

変動が大きいでしょう。
【屑周の罷報】

　天気は悶期的に変わり、暖かい目が多いでしょう。

臼2月の罷報墨

　冬型の気圧配置は続かす、暖かい日や晴れる臼が多

いで膨よう。

口月の罷報｝
　寒暖の変動が大きく、一時冬型の気圧配置が強まり、

大雪のおそれがあるでしよう。

寒候嶺報のおおよそのイメー翌

　　　　11月　　　　　　　12月　　　　　　　1月

一時大雪の

　　　おそれ

冬型長続きしない

暖かい日
一時冬型
天気周期変化

形

【
青
少
年
健
全
育
成
標
語
入
選
作
品
】

ゆ
う
わ
く
に
　
負
け
な
い
よ
う
な
強
い
意
志

関

正
雄
（
田
沢
小
6
年
）



あ
い
さ
つ
は
　
み
ん
な
の
心
を
結
ぶ
も
の

山
本
友
恵
（
田
沢
小
6
年
）

灘織　　　鰯灘齢鵜◎君lll
面村泉・⑩

薄
麟
鷺
，
轄
望

　
「
火
事
と
救
急
、
急
助
は
m
番
」

11

月
9
日
は
「
囎
番
の
日
」
で
す
。

正
し
い
m
番
の
通
報
に
つ
い
て
も

う
一
度
皆
さ
ん
で
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。
通
報
は
あ
わ
て
ず
に
お
ち

つ
い
て
正
確
に
詳
し
く
話
し
て
下

さ
い
。
例
え
ば
「
救
急
車
を
お
願

い
し
ま
す
。
場
所
は
O
O
町
O
O

集
落
の
O
O
（
世
帯
主
名
）
で
す
。

（
近
く
に
目
標
に
な
る
よ
う
な
建

物
が
あ
る
場
合
は
そ
れ
も
告
げ
て

下
さ
い
）
。
O
O
歳
の
男
（
女
）
性

が
急
に
倒
れ
意
識
が
あ
り
ま
せ
ん
」

と
い
う
よ
う
に
は
っ
き
り
お
話
下

さ
い
。
消
防
署
か
ら
い
ろ
い
ろ
な

指
示
や
質
問
を
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
救
急
車
や
消
防
車
は
す

で
に
現
場
に
向
っ
て
い
ま
す
の
で

お
ち
つ
い
て
お
話
下
さ
い
。

　
又
、
赤
や
ピ
ン
ク
色
の
公
衆
電

t・・》、，

1、泌

鰍

よ
は
あ
茎
や
ん

～　二
脇N畠

　
　
ク

に
　
　
　
　
　
の
　
の

・
・
滞

お、

は
み
ん
≦

　
　
ち
、
勺
　
　
　
‘ 話

か
ら
囎
番
す
る
と
消
防
署
に
は

か
け
た
人
の
声
は
聞
こ
え
ま
せ
ん
。

こ
の
場
合
は
、
消
防
署
か
ら
「
受

話
器
を
い
っ
た
ん
置
い
て
下
さ
い
。

こ
ち
ら
か
ら
逆
信
い
た
し
ま
す
」
。

と
言
い
ま
す
の
で
そ
の
指
示
に
従

っ
て
下
さ
い
。
受
話
器
を
置
き
し

ば
ら
く
す
る
と
ベ
ル
が
鳴
り
ま
す

の
で
受
話
器
を
と
っ
て
お
話
下
さ

い
。
お
店
の
人
が
近
く
に
い
る
様

な
時
は
専
用
の
鍵
で
切
り
替
え
て

も
ら
え
ば
一
般
の
電
話
と
同
様
に

ダ
イ
ヤ
ル
で
き
ま
す
。

　
囎
番
は
緊
急
通
報
の
ダ
イ
ヤ
ル

で
す
。
火
事
等
の
問
い
合
わ
せ
は

左
記
の
番
号
を
ご
利
用
下
さ
い
。

・
十
日
町
地
域
消
防
署

　
　
　
　
　
　
　
ク

　
　
　
　
　
　
　
5
1
1
5
5
5

・
中
里
消
防
詰
所
（
日
中
の
み
）

　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
6
1
2
5
3
6

撰災

予
防
標
語
の
濃
定
．

　
か
ね
て
か
ら
火
災
予
防
標
語
を

募
集
し
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、

　
　
　
　
　
解
　
薦

夷繍、

　＼

・
不
コ
亦

返
事
ず
3
よ

．
＠
’
裡
．

　
　
　
ユ

　
　
　
～

　
　
　
》

百
六
十
四
の
標
語
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
い
ず
れ
の
標
語
も
ア
イ
デ

ア
に
富
ん
だ
、
す
ば
ら
し
い
作
品

で
し
た
。

　
選
考
の
結
果
、
次
の
作
品
が
最

優
秀
賞
、
優
秀
賞
に
そ
れ
ぞ
れ
選

ば
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
は
、
十
日

町
地
域
消
防
本
部
で
行
わ
れ
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま

し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
暖
か
い
火
が
恋
し
く

な
る
季
節
で
す
。
「
火
の
用
心
」
を

お
願
い
し
ま
す
。
．

　
◆
最
優
秀
賞

　
　
「
身
近
な
火
　
そ
こ
か
ら
始

　
　
　
ま
る
　
防
火
の
輪
」

　
＋
日
町
市
錦
町
小
海
　
広
さ
ん

　
◆
優
秀
賞

　
　
「
大
切
な
　
我
家
を
守
る

　
　
　
　
　
　
　
　
火
の
始
末
」

　
＋
日
町
市
新
座
太
田
ミ
チ
さ
ん

　
　
「
火
の
始
末
　
み
ん
な
で
守

　
　
　
る
　
明
る
い
家
庭
」

　
中
里
村
本
屋
敷
柳
き
ぬ
え
さ
ん

※消費税は含まれていません　10月末現在

今月の納税等と振替日
■固定資産税　　　　（12月2日）

■国民健康保険税　　（12月2日）

■国民年金保険料　　（11月25日）

■保育料　　　　　　（12月2日）

嗣水道料　　　　　　（12月2日）

　
　
　
望
、

　
　
陽
・

署
ば
あ
の
ネ
コ
モ

ぎ
ば
あ
、

ち
・
や
ん
だ
ち

　
　
　
　
　
纏

　
　
　
　
　
　
ぐ
鴛
●
ρ

N

工　　事　　名 場　所 工事費 請負業者 完了予定日

簡易水道配水池改良 東田尻 　千円
12，400 高幸建設㈱ H4年

1月11日

宮中島温泉仮設浴場 宮　　中 4，400 石光建設 10月31日

荒屋田中線路肩修繕 荒　　屋 3，900 福田道路㈱ 12月17日

山崎干溝線改良 山　　崎 2，550 ㈲広田木材 H4年
1月31日

通り山清津線改良 通　り　山 20，600 大村建設㈱ H4年
3月18日

田代線災害復旧 田　　代 5，250 ㈱鈴木土建 H4年
1月19日

地すべり関連第2次舗装 田　　代 3，600 ㈱　植　木　組 12月3日

◎母親学級。妊婦検診

　11月15圏睡金）　」匿村病院

母親学級《受継）歪2：45・一13：⑧◎

　　　　　（内容）家族計画

　　　　　　　　　安産体操

妊婦検診（受付）13：30～14：00

◎乳幼児検診

　12月3日㈹　保健センター

　2歳児検診　H元．8．1～

　　　　　　　　　　H元．11．30生

　12月6日総　保健センター

　3歳児検診　S63．8．1～

　　　　　　　　　　S63．11．30生

平成3年11月10日広報躍”宣と：17



石澤奈緒美さん
集落田中

青春しτます
　11月11日～12月10日

カレンタ“一
昭和43年12月1日生まれ22歳

14㈲

村老連芸能大会合総合センター
09：30～15：00
渓流環境シンポジウム合湯沢カルチャー
センター　（⊃13二〇〇～

村内小中学校音楽発表会合中里中体育館
013二30～

15働
心配ごと相談日（藤田義一一）　合老人福祉
センター　（D13二30～16二〇〇

16GD

17（日）

村民バレーボール大会合村民体育館
08：30～
宮中島温泉仮設浴場オープン（予定）
ご　ぜ

啓女唄公演（竹下玲子さん）　合倉俣小学
校体育館（D14二10～16二〇〇

20㈱ 臨時議会合役場議場　010二〇〇～

22働

心配ごと相談日（根津敬）　合老人福祉セ
ンター　（⊃13二30～16二〇〇

行政相談日（山田正平）　合老人福祉セン
ター　　（D13：30～16：00

年末調整説明会　□総合センター
010二〇〇～

⑳dD 秋分の日

24（日） 村民ユニホッケー大会　□村民体育館
09二〇〇～

26（幻 デュオコンサート合総合センター
（D19二30～

28㈲
桂歌助落語会介総合センター　（D19：00
開演

29働
心配ごと相談日（村山篤稔）　合老人福祉
センター　（⊃13：30～16二〇〇

30q⊃

1（日）

6㈲
心配ごと相談日（山本ケン）　合老人福祉
センター　（D13：30～16二〇〇

7ω

8（日）

10㈹
16％映写機認定講習会11日、13日まで（申込

締切5日）

　　　　※変更難る場奢辮あ璽ま鱗。御網翻》際縁確認蓬
　灘鑛難懸…撒一、．．、．、　　　一お纏麟欝・
　騰受　♂蕪辮’弔．．罷鐡……灘鱒騰一一
灘灘　・　　．’醗　，・弔・．．・燃．灘鰭，　　　　’鰯　　 瀟・．…

星座射手座

轟’…醗．・・弘
1
一
・　　　！

スギ

血液型，O型

身長143cm
　㈱滝沢印刷伊達工場の版下部で

働いてます。周りの人たちにおも

ちゃにされ、明るく楽しく仕事を

しています。趣味は、音楽鑑賞で

す。車の免許もとったばかりなの

で、早くマイカーがほしいです。
　　　　　　　　　　
休日は散歩と主婦をしています。

結婚はいい人がいたらいつでも
……。村への要望は、若者が楽し

く遊べるような施設や公園などを

作ってほしいこと。そして、私の

夢は村長になることです。（笑）

⑭中条病院翫謂1

⑭至誠堂医院禅冨箒1

⑭古藤医院貧窪謂11

㊨上村病院響重穀11

⑭津南病院窄窪謝1

厭
集
雑
誰

▼
広
報
紙
は
読
ま
れ
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

目
に
つ
く
／
手
に
と
ら
れ
る
／
読
む

気
を
起
こ
さ
せ
る
／
終
わ
り
ま
で
読

ま
れ
る
／
だ
れ
に
も
理
解
さ
れ
る
／

何
ら
か
の
プ
ラ
ス
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
／
反
響
が
あ
惹
／
次
号
が
待
た

れ
る
／
そ
れ
が
継
続
す
る
…
…
広
報

紙
だ
そ
う
で
す
。
三
十
一
日
、
、
第
74

回
全
国
広
報
セ
ミ
ナ
ー
が
新
潟
市
で

あ
り
、
帝
京
大
学
教
授
三
樹
精
吉
氏

　lv
試
按

ユリ

が
こ
の
よ
う
に
講
演
し
て
い
ま
し
た
。

一
方
的
に
配
布
さ
れ
る
広
報
紙
は
読

ま
れ
難
い
宿
命
で
あ
っ
て
、
目
を
通

し
て
も
ら
え
な
い
の
は
私
が
未
熟
だ

か
ら
で
す
。
▼
未
熟
と
い
え
ば
カ
メ

ラ
技
術
で
す
が
、
読
売
新
聞
「
読
者

の
ニ
ュ
ー
ス
写
真
」
九
月
号
で
、
荒

屋
に
出
没
し
た
は
ぐ
れ
ザ
ル
の
シ
ャ

ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
が
偶
然
あ
た
り
佳

作
に
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
．
ま
し
た
。

手
前
味
噌
で
小
さ
な
事
で
す
が
こ
れ

を
励
み
に
読
ま
れ
る
広
報
紙
づ
く
り

に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　　　　　（昭和60年7月25日制定）

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1、健康で働き明るい村をつくります。

1、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。

章駄天走り
　秋のスポーン・シーズンには、

　　　　　　　　　　いあちこちの運動会で．小さな「章
だてん

駄天」が活躍する姿が見られま

す。足の非常に速い人を意味す

るこの「章駄天」は、仏法の守

護神の名前からきた言葉でした。

　仏・法・僧を守る「四天王」
　　　　　　じこくてんといえば、東万の持国天、南万
　ぞうじょうてん　　　　　　　こうもくてん

の増長天、西万の広目天￥北万
　たもんてん　　びしゃもんてん

の多聞天（昆沙門天）をさしま

すが、章駄天は、増長天に属す

る八将軍の一人です。章駄天は．

四天王それぞれの八将軍を合わ

せた三十二将軍の長でもありま

す。

　　　　　　かっちゅう
　毒駄天の姿は甲胃に身を固

め、合掌をした両腕で宝剣を保

持しています。ものすごいスピ

ードで駆けて邪悪を追い払うと

ころから、足の速い人を「章駄

天」、非常に速く駆けることを「章

駄天走り」と呼ぶようになりま

した。

　　　　しょうしっき
　インドに捷疾鬼という素晴ら
　　　　　　　　　ぶっしゃしく足の速い魔神がいて、仏舎
り　　しゃか

利（釈迦の遺骨）を盗み去った

とき、章駄天があとを追いかけ

ていって．取り戻したという伝

　　説があります。章駄天は、

…急　駆けっこの勝利者第一号
に砂だったといえるかもしれ

葉　　、ません。
　　1　　覧　　隻　　1
のルーツ

10月末現在
（）は前月比

●人ロ男3，371人（一4）女3，364人（一4）計6，735人（一8）●世帯数1，636（一4）

κ


